






調査の目的と方法 

母子保健事業のあり方について,県,保健所,市町村のそれぞれの場にいて活躍中の保健婦

の意見を求め,今後の施策立案上の資料とすることを目的としてアンケート調査を実施し

た。本報告はこれまでに回答のよせられた分についての概要を示す中間報告であり,来年度

に総括した報告を提出する。これまでに回答を得たのは,県庁勤務者 11,保健所(政令市,特

別区を除く)51,市(政令市を除く)14,町村 14,計 90 名である。 


